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明智龍男 ＊

　コンサルテーション・リエゾン精神医学は，主として総合病院において身体各科の
要請に応じて提供される精神医学的サービスすべてを含む概念であり，幅広い領域を
含む。この背景には，身体疾患患者に治療が望まれる精神疾患が合併することは稀で
はなく，中でも高度急性期医療機関としての総合病院に入院している身体疾患患者の
30～50%程度に何らかの精神疾患が認められるといった身体疾患患者における精神
症状マネジメントのニーズの高さがある。
　多死社会を迎えたわが国の死因を考えてみると，がん，心血管疾患，脳血管障害な
どの頻度が高いため，これら疾患にまつわる依頼が多いのはよく知られているが，精
神症状発現の頻度が高い，神経変性疾患や慢性疼痛，またもともと精神疾患を有する
患者が搬送されることが多い救急医療の現場でもコンサルテーション・リエゾン精神
医学への期待は高い。筆者自身が専門にしているサイコオンコロジーの領域において
も，がん診断後の自殺予防，不安や抑うつのマネジメント，終末期のせん妄のマネジ
メントなどについては現時点においても現場のニーズの高さを実感するところであ
る。また，筆者が大学病院内で運営に関わっている「いたみセンター」の診療におい
て，特に器質因が明確でない慢性疼痛患者に併存する多彩かつ複雑な精神症状マネジ
メントについても，多職種チーム診療として精神科医が参画することへのニーズの高
さを身をもって感じている。
　コンサルテーション・リエゾンの診療の具体例としては，身体疾患やその治療の結
果生じる抑うつや不安，超高齢社会を迎えて激増している入院患者のせん妄のマネジ
メント，救急医療における自殺企図患者のマネジメント，統合失調症や認知症などの
疾患を有する患者が手術を受けることになった場合の周術期の精神症状への対応，が
ん終末期患者や家族の精神的ケアなどがその代表であろう。加えて，精神疾患のハイ
リスク群である臓器移植を受ける患者に対する精神症状発現への予防的な関わり，透
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析など生命に関わる治療に対し拒否がみられた際の意思決定能力の判断などに関わる
こともある。カバーする範囲は大変広く，それゆえ，精神科医に求められる能力は多
彩でかつ高く，当然，他診療科からの期待も大きい。
　このようにコンサルテーション・リエゾン精神医学は，地域の高度急性期医療を最
前線で支えている総合病院やがん専門病院，循環器専門病院の基盤を支える診療機能
とも言うことができる。そしてこれら多彩な領域をカバーするため，コンサルテー
ション・リエゾン精神医学においても多職種チーム医療が大変重要な役割を果たして
いる。
　本特集では，裾野が広がり続けるコンサルテーション・リエゾン精神医学における
最新のトピックスに加え，最新の認知行動療法であるアクセプタンス＆コミットメン
ト・セラピーを生かす試みなどを交え，第一線の現場で活躍されている先生方に筆を
とっていただいた。
　読者のご参考になれば幸いである。
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